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（１）設⽴⽬的と経緯 
寒冷地における住宅や都市の計画・整備及び建築技術に関する研究調査を⾏い、道⺠の住⽣活の向

上に役⽴てることを⽬的に、昭和 30 年、道⽴の 3 試験研究機関を合同し、建築部（現在の建設部）の
所管のもとに「寒地建築研究所」として設置されました。平成 14 年 4 ⽉に札幌市から旭川市へ施設
の全⾯移転を契機として、研究領域の拡⼤と充実、積極的な情報発信、企業や道⺠ニーズに対応する
ため、「北⽅建築総合研究所」へと改組し、平成 19 年 4 ⽉には、改正建築基準法による構造計算適合
性判定業務に対応するため、札幌市に構造計算適合性判定センターを設置しました。 

平成 22 年 4 ⽉、地⽅独⽴⾏政法⼈北海道⽴総合研究機構の発⾜に伴い「建築研究本部北⽅建築総
合研究所」としてスタートし、平成 30 年 4 ⽉からは新たに建築研究本部の中に「建築性能試験セン
ター」を設置いたしました。 

 
（２）組織機構（令和 2 年度） 

 
令和 2 年 4 ⽉組織図（※令和 3 年 4 ⽉に改組）  

本部長

所長
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第１部 研究所の概要 

１．沿 ⾰ 
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（単位：千円） 

年度別 
事業別 

令和元年度 
(最終決算額) 

令和 2 年度 
(最終決算額) 

令和 3 年度 
(当初予算額) 

維持管理費 56,805 55,649 57,895 

試験研究費 88,802 84,858 84,108 

戦略研究 12,961 16,990 15,020 

重点研究 22,698 14,550 11,570 

経常研究 7,185 10,751 11,452 

公募型研究※ 9,295 11,949 5,986 

⼀般共同研究 3,700 660 660 

その他受託研究 1,000 1,130 3,448 

道受託研究 30,970 27,830 35,472 

職員研究奨励事業 993 998 500 

依頼試験費 21,872 25,803 60,752 

試験研究備品整備費 10,196 11,129 3,231 

普及啓発関連 834 797 297 

構造計算適合性判定費 25,470 19,860 34,890 

計 203,979 199,513 194,571 

＊令和 3 年度（当初予算額）の試験研究費については、令和 3 年 3 ⽉末時点で決定してい
る課題のみ計上しています。 

＊公募型研究には、個⼈に交付される研究資⾦を含みます。応募中で採否が確定していな
いものを除きます。 

＊依頼試験費と構造計算適合性判定費には⼈件費を含む。 
  

２．事業費 
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（１）新型コロナウィルス感染症への対応 
新型コロナウィルス感染症への対応として、道内の学校等に向けて、冬期に寒さを緩和しつつ教室

の換気量を確保する⽅法、各教室の換気設備に応じた換気⽅法、教室内⼈数に応じた必要換気量と窓
の開⼝幅の⽬安などの提案を取りまとめ「北海道の冬期の寒さに配慮した学校の換気⽅法」として、
ホームページにおいて公表しました。 

この資料は、北海道教育委員会を通じて各学校に通知されました。また、⽂部科学省の「学校にお
ける新型コロナウィルス関する衛⽣管理マニュアル」に掲載されました。 

 

 
資料の⼀部 

 
▼公表資料はこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
http://www.hro.or.jp/info_headquarters/domin/pdf/20201118_pressrelease.pdf  

３．トピックス 
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（２）『北総研⽊外壁』の⼤⾂認定取得と実⽤化および知事表彰 
昨今の⽊外装へのニーズの⾼まりに対応するため、当本部の研究成果により⽊造住宅の付加断熱外

装と⽊質外装材の組み合わせで国⼟交通省の防⽕構造認定が取得されました。これにより、準防⽕地
域でも付加断熱であれば⽊外装の住宅が建てられるようになりました。 

また、この⼀連の研究業績について、建築研究部建築システム G ⽷⽑主査（R2 年時点）が北海道知
事表彰を受賞しました。 

 

 
▼関連資料はこちらの URL からご覧いただけます。 
https://youtu.be/yfDmEqvfvms 
http://www.hro.or.jp/list/building/pdf/R01gaiyo/R1_poster03.pdf  
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Ⅰ 令和 2 年度研究課題⼀覧（研究区分別） 
令和 2 年度終了課題については、ハイパーリンク（⻘字のアンダーライン）によるリンク先に概要
資料を掲載しています（⼀部課題を除く）。 

戦略研究 

道の重要な施策等に関わる分野横断型の研究で、法⼈の
各研究分野間および⼤学や企業等との連携により実施しま
す。理事⻑によるマネジメントのもとで、法⼈本部と各研究
本部が連携し、プロジェクトチームを設置して⾏います。

実施年度 
研究主管 
グループ 開始 終了 

1 地域特性に応じた再⽣可能エネルギー供給と省エネルギー技術の社会実装 1 5 地域システム G

2 持続可能な農村集落の維持・向上と新たな産業振興に向けた対策⼿法の確⽴ 2 6 地域システム G

     

重点研究 実⽤化、事業化につながる研究や、緊急性の⾼い研究を⾏
います。法⼈内外との連携を効果的に活⽤して実施します。

実施年度 研究主管 
グループ 開始 終了 

1 ⽊質バイオマスエネルギーの⾼性能な供給・利⽤システムの開発 30 2 建築システムＧ

2 クリーンラーチ挿し⽊苗の得苗率を向上させる育種管理技術の開発（分担） 1 4 環境防災Ｇ 

3 北海道想定地震に対応した住宅等の復旧・ 耐震改修技術の開発 1 3 評価試験課 

4 パイプハウスにおける環境および養分制御による省力多収技術の開発（分担） 2 4 環境防災Ｇ 

5 水資源開発・管理のための支援システム「水資源 Navi（地域別）」の開発 
（分担）

2 5 地域システム G

     

経常研究 

技術⼒の維持・向上等に必要な基盤的な研究、新たな研究
開発につながる先導的な研究、環境や資源等の継続的な調
査、地域固有のニーズに対応した研究、道の施策を策定・遂
⾏する上での基礎となる研究・調査など、多岐にわたる研究
を⾏います。各研究本部の特性に応じて実施します。 

実施年度 

研究主管 
グループ 開始 終了 

1 最終処分ゼロに向けた建築資源循環システムの検討 30 2 建築システムＧ

2 建築分野における技術開発等に利⽤する基礎的な気象データの構築 30 2 建築システムＧ

3 農作物等とヒトの輸送を組み合わせた統合型輸送システムの可能性 30 2 地域システム G

4 建築空間の熱負荷・温熱環境評価−北海道の気候・地域特性を考慮した建築
物のエネルギー・環境評価法の開発− 1 3 地域システム G

5 画像認識 AI を⽤いた RC 部材のひび割れ検出の基礎検討 1 2 建築システムＧ

6 耐熱性が⾼い建材で構成された⽊造⾼断熱外壁の防⽕性能の数値予測モデ
ルの構築 1 2 建築システムＧ

第２部 調査研究概要 
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7 防災教育と情報伝達の改善を通じた災害対応⼒の強化に関するアクション
リサーチ 1 3 環境防災Ｇ 

8 津波被害による北海道太平洋沿岸の港湾の経済的リスク 1 2 環境防災Ｇ 

9 エネルギー消費量に関する各種資料の調査と活⽤⽅法に関する研究 1 2 環境防災Ｇ 

10 建築構造審査・設計の技術的⽀援と道内建築物の設計傾向調査 2 4 評価試験課 

11 建築材料の耐久性評価に関する基礎的研究 2 4 建築システムＧ

12 住宅基礎コンクリートの寒冷期施⼯の合理化 2 2 建築システムＧ

13 ⽕⼭噴⽕による建物・まちづくりの上の課題整理と被害分布の予測に関する
研究 2 3 環境防災Ｇ 

14 「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析 2 3 評価試験課 

15 道内⽇本海沿岸の漁村集落の⽣活環境向上と産業振興の相乗的展開に向け
た基礎研究 2 4 地域システム G

     

⼀般共同研究 

⼤学、企業等の外部機関や⾏政機関と連携して実施する研
究のうち、法⼈の研究経費を共同研究の申請者が負担するも
のです。研究内容が中期計画の範囲内であることが実施の条
件です。 

実施年度 
研究主管 
グループ 開始 終了 

1 コンクリート系外装材表⾯保護材の⻑期耐久性評価に関する研究 2 3 建築システムＧ

     

公募型研究 
国や団体等が実施する公募型研究開発事業に応募し、採択

されることによって実施が可能となる研究です。研究内容が
中期計画の範囲内であることが実施の条件です。 

実施年度 研究主管 
グループ 開始 終了 

1 サニーテーション価値連鎖の提案−地域のヒトによりそうサニーテーショ
ンのデザイン 28 3 地域システム G

2 温度差換気を採⽤する⾼層建物の⾃然換気⼝開閉制御法−新たな開放率制
御の構築−【科研費・若⼿】 1 2 建築システムＧ

3 同時使⽤率の確率論的算出⼿法の構築による中央熱源⽅式の熱源制御機器
容量の最適化【科研費・基盤 C】 1 3 建築システムＧ

4 防災⾏政無線の情報伝達を阻害する積雪・降⾬条件の解明【科研費・若⼿】 1 2 建築システムＧ

5 多様な地震動に備える次世代⾼機能免震構造の開発【科研費・基盤Ａ】 1 3 建築システムＧ

6 エネルギー消費性能の評価の前提となる気候条件の詳細化に向けた検討 
【国交省・建築基準整備促進事業】

1 2 建築システムＧ

7 ⼩規模⽔供給システムの持続可能な維持管理に関する統合的研究 
【厚⽣労働科学研究費補助⾦】

2 4 地域システム G

8 厳冬期における地震津波複合災害による⼈的被害予測モデルの構築と減災
戦略の策定【科研費・基盤 B】 2 4 環境防災Ｇ 

9 過冷却とエネルギー授受を考慮した建築材料の凍結破壊の動的メカニズム
の検討（分担）【科研費・基盤 C】 2 4 建築システムＧ

10 住⺠の持つ移住者の「呼び込み⼒」による関係⼈⼝の評価に関する研究 
【科研費・若⼿】

2 4 企画課 
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11 ⽕⼭噴⽕後の積灰荷重に対する降⾬・降雪の影響 
【新潟⼤学災害・復興科学研究所共同研究】

2 2 地域システム G

12 道内⽇本海沿岸の漁村集落の⽣活環境向上と産業振興の相乗的展開に向け
た基礎研究 2 4 地域システム G

 
 

道受託研究 
道が主体となり実施する事業に基づく研究・調査や、突発

的な災害等に関連する研究・調査を⾏います。道との契約等
に基づき実施します。 

実施年度 研究主管 
グループ 開始 終了 

1 北海道における応急仮設住宅に関する研究 30 2 建築システムＧ

2 胆振東部地震における被災者への恒久的住まいの確保対策に関する研究 1 2 地域システム G

3 空き家の活⽤・予防⽅策に関する研究 1 2 地域システム G

4 既存⽊造住宅の耐震性能における道内での地域特性に基づく補強⼿法の検
討に関する研究 1 2 構造判定課 

5 サービス付き⾼齢者向け住宅の地⽅展開に関する調査研究 2 2 地域システム G

6 耐震計画⾒直しのための住宅・建築物の耐震化による被害軽減効果に関す
る研究 2 3 環境防災Ｇ 

 
 

受託研究 
道以外の⾏政機関や企業、団体等の外部機関からの依頼

により、契約または寄付により実施する研究です。研究内容
が中期計画の範囲内であることが実施の条件です。 

実施年度 研究主管 
グループ 開始 終了 

1 ⽯炭ガススラグ⾻材を⽤いたコンクリートの凍結融解抵抗性に関する検討 2 2 建築システムＧ

2 ⽊質繊維・ポリエステル繊維断熱材の⻑期断熱性能に関する研究 2 2 評価試験課 

 
     

外部資⾦等 
確保対策費 

 
 

実施年度 研究主管 
グループ 開始 終了 

1 ⽊造建築の⻑期性能評価⼿法の確⽴に向けた必要技術に関する情報収集 2 2 建築システムＧ

2 地域性を考慮できる熱中症危険度の評価指標構築に向けた基礎データの構築 2 2 企画課 

 
     

職員研究 
奨励事業 

職員⾃らの提案による研究シ−ズの発掘と研究開発能⼒
の向上を図るもの 

実施年度 研究主管 
グループ 開始 終了 

1 北海道型⽊外装防⽕外壁の普及事業 2 2 建築システムＧ

2 津波災害のリスク評価に基づいた防災対策の定着に向けた実践的活動 2 2 環境防災Ｇ 
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Ⅰ 試験評価・技術⽀援 

 道内外の建築関連企業や市町村などからの依頼により建築やまちづくりに
関する試験・調査を⾏っています。 

建築材料・構造などの強度や耐久性、耐⽕、動⾵圧、熱、湿気などについての性能試験、建物や市
街地の模型による⾵洞試験などを⾏うとともに、実験室、機械器具の設備の貸出しを⾏っています。 

依頼試験等実施状況（令和２年度） 
試験項⽬ 受付件数 項 ⽬ 発⾏件数

強度⼜は耐久に関する試験 39 成績書の謄本 25 
耐⽕⼜は防⽕に関する試験 33 合 計 25
熱、湿気⼜は空気質に関する試験 18  
動⾵圧に関する試験 6 試験設備の貸出 延べ⽇数
⾳響に関する試験 3 実験室 1,471
建築物⼜はまちづくりに関する試験 7 機械器具 1,663 
建築物⼜はまちづくりに関する調査⼜は指導 6 合 計 3,134

合 計 112
 
 JNLA（産業標準化法試験事業者登録制度）登録試験事業者です。 

建築研究本部は、平成 28 年 9 ⽉ 7 ⽇付けで（独）製品評価技術基盤機構（NITE）認定センター（IA 
Japan）より JNLA 登録試験所として認定されており、登録区分は次に⽰す区分です。試験結果には、
JNLA 標章がついた試験成績書を発⾏することができます。 

【登録区分】 

JIS A 1416 吸⾳・遮⾳試験（ただし、試料はドア 
などの構成部材、窓及びガラスに限る） 

は、産業標準化法に基づく試験
事業者登録制度の標章で、地⽅
独⽴⾏政法⼈北海道⽴総合研
究機構建築研究本部は、吸⾳･
遮⾳試験、材料断熱性試験、建
築構成部材断熱性試験区分(分
野)の登録試験事業者です。
(160378JPは当研究本部の登録
番号です。) 

JIS A 1412-2 材料断熱性試験（ただし、付属書 B を除く）

JIS A 4710 建築構成部材断熱性試験 

  

第３部 試験評価・普及⽀援 

１．依頼試験・設備使⽤ 
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 建築基準法に基づく建築材料や構造⽅法の認定に必要な評価業務につい
て、国⼟交通⼤⾂より「指定性能評価機関」の指定を受け実施しておりま
す 

当研究本部は東北以北では唯⼀の評価機関として、平成 13 年 12 ⽉ 21 ⽇付けで国⼟交通⼤⾂に指
定を受けており、①防耐⽕構造及び防⽕設備、②防⽕材料の 2 区分について評価業務を実施し、道内
企業の新材料開発における利便性の向上に寄与しています。（ホルムアルデヒドの評価業務について
は、令和 2 年度をもって業務を廃⽌しました。） 

令和 2 年度は、新型コロナウィルス感染症の影響等もあり、評価書の発⾏実績はありませんでした。 
 
 
 

 建築主からの申請により、道内に建築される判定対象建築物の構造設計の
法適合性等について判定を実施しています。 

建築基準法改正により導⼊された、建築確認に伴い都道府県知事が⾏う構造計算適合性判定業務に
ついて、平成 19 年 6 ⽉の法施⾏以降、業務を実施しています。（なお平成 22 年度の地⽅独⽴⾏政法
⼈化に伴い、北海道知事から構造計算適合性判定機関の指定及び委任を受け実施しています。） 

令和 2 年度の受付状況は、下記のとおりです。 

構造計算適合性判定依頼受付件数（令和２年度） 
項⽬ 受付件数（件） 受付棟数（棟） 
構造計算適合性判定 81 95 

 
 
 

 
（１）技術相談 

当研究本部では、建築・住まい・まちづくりに関する相談業務を⾏っています。令和 2 年度の相談

２．建築性能評価 

３．構造計算適合性判定 

４．技術⽀援 
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件数は 256 件あり、雪処理対策や防耐⽕、断熱・気密の技術などに関する相談が多くありました。 

 
 

（２）講師派遣 
研究成果の普及や建築技術の向上のため、国や道、市町村、建築住宅関連団体、⺠間企業などが主

催するセミナー、フォーラムなどに講師を派遣しています。令和 2 年度の派遣件数は 43 件でした。 
講演内容は住まい、まちづくりや防災、雪処理対策、省エネ・建築技術など広範囲な分野にわたっ

ています。 
 

（３）原稿執筆 
建築関連団体発⾏の機関誌、各種学会誌、建築専⾨誌などからの依頼に応じて、住まい、まちづく

り、防災、環境、エネルギー、建築技術など各研究成果に関する知⾒について依頼を受け、原稿を執
筆しています。令和 2 年度の執筆件数は 22 件でした。 

 
（４）技術指導 

これまでの研究成果や知⾒、公知の情報等を⽤い、技術的な問題の解決に向けた指導を⾏っていま
す。令和 2 年度は建築・住宅関連企業や地⽅公共団体に対し、温湿度の環境調査や住宅の換気等に関
する設計・施⼯上のアドバイスなどを技術指導により実施しています。 

 
（５）学会、各種委員会活動 

国、道、市町村や建築・住宅関係団体が設置する住まい、まちづくり、防災、雪対策、環境、エネ
ルギー、建築技術などに関する専⾨的な知⾒を求められる各種委員会に積極的に参画しています。令
和 2 年度の就任件数は 138 件（令和元年度以前からの継続を含む）でした。 
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■ 委員会活動の⼀例 

・⽇本建築学会各種専⾨委員会（⼀般社団法⼈⽇本建築学会） 
・⽇本コンクリート⼯学会各種委員会（公益社団法⼈⽇本コンクリート⼯学会） 
・住宅再建推進協議会相談役（⼀般社団法⼈陸前⾼⽥市建設業協会） 
・BIS 認定制度運営・試験委員会（⼀般社団法⼈北海道建築技術協会） 
・⽊造建築の新技術に関する協議会委員（北海道） 
・富良野市景観審議会委員（富良野市） 
・旭川市空家等対策協議会委員（旭川市） 
・まちづくり協議会（浜頓別町商⼯会） 
 

（６）課題対応型⽀援 
外部からの依頼に基づき、技術指導の実効性を⾼めるため、簡易的または短期的に試験、分析、測

定、調査、評価等を実施する課題対応型⽀援に取り組んでいます。 
令和 2 年度は 5 件の課題対応型⽀援を実施しました。 
 
１）富良野市 第２期富良野市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の策定に向けた⼈⼝分析⽀援 

既存データ等から⼈⼝予測作成を⾏い、令和３年度からの第６次富良野市総合計画及び第２期富
良野市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の策定を⽀援しました。 
 
２）初⼭別村 初⼭別村総合振興計画等策定⽀援業務 

初⼭別村の総合計画・総合戦略等を策定するにあたり、役場の係⻑職職員を対象としたワークシ
ョップを運営し、村の将来ビジョンとその理念や実現のための政策テーマの策定を⽀援しました。 
 
３）(株)まちづくり計画設計 施設整備の実施設計に関わる⽀援 

東神楽町複合施設の実施設計を⾏うにあたり、⾵洞実験により雪害発⽣予測を⾏い、対策を検討・
助⾔しました。 
 
４）帯広市 防⽕地域・準防⽕地域の⾒直しに関わる数値解析 

帯広市の防⽕地域・準防⽕地域の地域指定⾒直しの必要性を判断するにあたり、都市計画基礎調
査のデータ及び現地調査の結果を⽤いて地区ごとの延焼危険度を評価し、指定基準について検討・
助⾔しました。 
 
５）幌延町 集落⽀援センター運営組織が担うインフラ・住まい管理等業務の検討 

幌延町総合計画に位置付けられた集落⽀援センターの設置に向け、町の財政執⾏データ分析、⼈
⼝移動分析および住⺠ヒアリング調査の結果に基づき、集落⽀援センター運営組織が担うべき業務
の具体化検討を⽀援しました。 
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 令和 2 年度末時点で北⽅建築総合研究所が出願し、北海道⽴総合研究機構

が保有する特許権などは次の 6 件です。 
 
･ 空気浄化式家屋（平成 15 年 11 ⽉ 7 ⽇ 特許第 3488921 号） 
･ 振動試験装置及び振動試験⽅法（平成 23 年 8 ⽉ 12 ⽇ 特許第 4801134 号） 
･ 換気システム（平成 28 年 9 ⽉ 9 ⽇ 特許第 5998311 号） 
･ 熱交換器及び熱換気システム（平成 29 年 10 ⽉ 20 ⽇ 特許第 6226832 号） 
･ 換気システム及び家屋（令和元年 5 ⽉ 10 ⽇ 特許第 6519750 号、特許第 6524506 号、特許第

6525157 号） 
･ 窓枠（令和元年 12 ⽉ 6 ⽇ 特許第 6624547 号） 

 
 

  

５．知的財産の有効活⽤ 
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Ⅱ 普及⽀援 

 

（１）主催イベント・セミナー等 
 名称 ⽇時 場所 
1） 令和２年（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究

本部 研究成果報告会 
令和 2 年 10 ⽉ 15 ⽇（⽕） 
10：00〜16：45 

道総研建築研究本部 

2） 道総研まちづくり塾 2020 令和 2 年 11 ⽉ 17 ⽇（⽕） 
〜11 ⽉ 18 ⽇ （⽔） 

道総研建築研究本部 

3） 道総研まちづくり塾 2020 
フォローアップセミナー 

令和 3 年 3 ⽉ 10 ⽇（⽔） 
15：00〜17：00 

ウェブ（zoom） 

4） 道総研建築研究本部地域意⾒交換会 in ⿅追 
 

道総研建築研究本部地域意⾒交換会 in 豊浦 

令和 3 年 3 ⽉ 11 ⽇（⽔） 
15：00〜17：30 
令和 3 年 3 ⽉ 24 ⽇（⽔） 
14：30〜17：30 

⿅追町⺠ホール ミュー
ジカルホール 
豊浦町役場  
⼤会議室 

5） きて★みて★はっけん！！ほくそうけん☆公開
デー2020 

 バーチャルツアーで代
替 

 
１） 令和２年（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 研究成果報告会 

建築研究本部の研究成果の普及や共同研究などのニ−ズの掘り起こしなどを⽬的として、研究成果
報告会を毎年開催しています。 

令和２年度は、新型コロナウィルス感染症拡⼤の状況を鑑み、例年のような⼤きな会場での報告会
ではなく、建築研究本部多⽬的ホールを会場とし、会場とオンラインの同時開催としました。「建築研
究部」「安全性能試験センター」「地域研究部」の3部構成とし、最後に「⼈⼝減少時代の地域づくりを
考える」と題したトークセッションを開催しました。 

また、昼休憩の時間には研究所アトリウムにてソーシャルディスタンスを確保しながらポスターセ
ッションを開催するとともに、オンライン参加者等に向けたポスターセッションに代わる取組みとし
て、YouTubeを活⽤し担当者が研究紹介するミニ動画をホームページに公開しました。 

 
・⽇ 時：令和2年10⽉15⽇（⽕）10:00〜16：45 
・場 所：道総研建築研究本部（旭川市） 
・参加者：会場 32 名、オンライン 148 名 

 
▼令和元年度終了課題ミニ動画は、建築研究本部 YouTube チャンネルからご覧いただけます。 
https://www.youtube.com/watch?v=HUBnzhN5-D0&list=PLs75PSxfnhoQfxWzVdjGKfQIwhguHeo-G 

 

１．研究成果の発表・普及イベント 
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会場⾵景 ポスターセッションの様⼦ 
 
 

２） 道総研まちづくり塾 2020 
急激な⼈⼝減少、超⾼齢化、⾃治体財政のひっ迫などの社会情勢に対応するため、研究成果の普及

に加え、市町村と建築研究本部が共に考え成⻑していくことを⽬的に、「50 年後のふるさとづくり」
を考える「道総研まちづくり塾」を毎年開催しています。 

令和 2 年度は、従来通りの参加⽅法に加え、オンラインで講義パートのみ聴講可能なウェブ参加コ
ースを設定しましたが、直前に旭川市内でのコロナウィルス感染症の状況が悪化したため、急きょオ
ンラインでの講義のみとし、後⽇フォローアップ講習会を再度オンラインで開催しました。 

 
・⽇   時：令和 2 年 11 ⽉ 17 ⽇(⽕)〜11 ⽉ 18 ⽇ (⽔) 
・開催内容： 1 ⽇⽬   特別講義１「⽮⼱町の未来戦略」 

（岩⼿県⽮⼱町未来戦略室⻑兼企画財政課⻑ 吉岡律司⽒） 
基調講演「50 年後のまちづくり」（北総研副所⻑ 松村博⽂） 
道総研レクチャー 

  2 ⽇⽬   特別講義２「富良野市の総合計画策定に向けた新たなとりくみ」 
（富良野市企画振興課企画振興係⻑⼊交俊之⽒/ 

フラノデザイン株式会社⼤曽根衛⽒） 
               ワーク１（中⽌） 
  3 ⽇⽬   まちづくり戦略の提案と討論（中⽌） 

・参加者 ：オンライン 148 名 
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まちづくり塾チラシ表⾯ まちづくり塾チラシ裏⾯ 
 

３） 道総研まちづくり塾 2020 フォローアップセミナー 
道・市町村職員の皆さまと道総研職員が⼀緒に数⼗年後の将来へむけた“まちづくり戦略”を考える

｢道総研まちづくり塾｣は、4 回⽬の開催となりましが、新型コロナ禍により皆さんと⼀緒に考える“ワ
ーク”の実施を⾒送りました。そこで“50 年後のふるさとづくり”を考える基礎となる、研究成果や実践
例などの講演をフォローアップセミナーとして WEB 開催しました。 

 
・⽇   時：令和 3 年 3 ⽉ 10 ⽇（⽔）15：00〜17：00 
・内   容：道総研レクチャー「⼈⼝減少時代の地域づくり」 

〜未来は変えられる今こそ道を切り拓け〜    （北総研副所⻑ 松村博⽂） 
・総アクセス数：99 件 

 

 
講演の様⼦  
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４） 道総研建築研究本部地域意⾒交換会 
建築研究本部では平成 29 年度から、総合振興局の地域創⽣部地域政策課を訪問し、地域系・防災系

を主体とした研究成果を紹介し管内におけるまちづくりの課題・事情や市町村からのニーズなどを把
握するとともに、研究成果の技術移転の可能性について情報、意⾒交換を⾏ってきました。それらの
意⾒交換に基づき、令和 2 年度は、住宅のストック活⽤・⼈⼝減少時代のまちづくりを検討する 2 町
にお伺いし、意⾒交換を⾏いました。 

 
・名称：北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所「地域意⾒交換会 in ⿅追」 
・⽇時：令和 3 年 3 ⽉ 11 ⽇（⽔）15:00~17:30 
・場所：⿅追町⺠ホール ミュージカルホール 
・参加⼈数：⿅追町副町⻑ほか 30 名 
 
・名称：北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所「地域意⾒交換会 in 豊浦」 
・⽇時：令和 3 年 3 ⽉ 24 ⽇（⽔）14:30~17:30 
・場所：豊浦町役場 ⼤会議室 
・参加⼈数：⿅追町副町⻑ほか 10 名 
 
 

    

地域意⾒交換会 in ⿅追の様⼦           地域意⾒交換会 in 豊浦の様⼦   
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５） ｢きて★みて★はっけん！！ほくそうけん☆公開デー2020｣ 
例年 400 名程度の親⼦にご参加いただいている公開デーですが、令和 2 年度については新型コロ

ナウィルス感染症拡⼤防⽌のため、中⽌しました。 
代わりに、ご⾃宅からでも研究所の中を⾒学していただこうと、360°カメラによる「北総研バー

チャルツアー」をホームページ上に開設しました。 
 
・総アクセス数：約 1 万ビュー （R3.3 ⽉末時点） 
 

▼北総研バーチャルツアーはこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
https://r87730023.theta360.biz/t/642f0f00-1277-11eb-9e9c-0a58c1b86054-1 
 

  

  
360°カメラによる北総研バーチャルツアーの⼀部 
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（２）北海道等からの委託や共催により実施したイベント・セミナー等 
 名称 ⽇時 場所 主催・共催 
1） 北⽅型住宅現地⾒学セミナー 令和 2 年 11 ⽉ 10 ⽇（⽕） 南幌町みどり野き

た住まいるビレッ
ジ 

道受託 

2） 建築確認構造審査研修会 
第 1 回〜第 5 回 

令和 3 年 1 ⽉ 13 ⽇（⽊）
〜2 ⽉ 10 ⽇（⽔） 

オンライン（zoom） 道受託 

3） 令和 2 年度 建築・住宅セミナ
ー  
「⾼断熱・⽕災にも強い⽊の壁」 

令和 3 年 2 ⽉ 9 ⽇（⽕）
15:00〜17:30 

オンライン（zoom） （⼀社）北海道建
築指導センター
との共催 

4） 住宅の省エネ計算セミナー 
〜省エネ計算で間違えやすいポ
イント〜 

令和 3 年 3 ⽉ 17 ⽇（⽔）
13：00〜14：30 

オンライン（ウェビ
ナー） 

（⼀社）北海道建
築⼠事務所協会
との共催 

5） きた住まいる・北⽅型住宅技術
講習会 

 YouTube チャンネ
ルで公開 

道受託 

 

１） 北⽅型住宅現地⾒学セミナー 
南幌町みどり野きた住まいるビレッジにおいて、北⽅型住宅現場⾒学セミナーを実施し、⾼性能住

宅の設計や施⼯の留意点について技術指導を⾏いました。 
 
・⽇ 時：令和2年11⽉10⽇ 
・場 所：南幌町みどり野きた住まいるビレッジ 
・参加者：20 名 

 
現地指導セミナーの様⼦ 

 

 
２）建築確認構造審査研修会 

道内特定⾏政庁（札幌市等 10 市及び道（本庁、各振興局））の建築確認の構造分野における更なる
審査能⼒の向上に向け、建築主事・構造審査担当者を対象に例年研修会を実施しております。（令和元
年度は感染症対策のため中⽌とし、令和 2 年度はｗｅｂによるオンライン開催としています。） 
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開 催 参加部局等 開催⽇時 参加者数
第１回 釧路総合振興局、根室振興局、⽇⾼振興局、釧路市、

室蘭市 
１⽉１３⽇（⽔）  
１４：００〜１７：００ 

６名 

第２回 後志総合振興局、宗⾕総合振興局、留萌振興局、函館
市 

１⽉２１⽇（⽊）  
１４：００〜１７：００ 

６名 

第 3 回 上川総合振興局、空知総合振興局、檜⼭振興局、旭川
市 

１⽉２７⽇（⽔）  
１４：００〜１７：００ 

１２名 

第 4 回 ⽯狩振興局、江別市、⼩樽市、帯広市 ２⽉ ４⽇（⽊）  
１４：００〜１７：００ 

１７名 

第 5 回 胆振総合振興局、渡島総合振興局、オホーツク総合振
興局、⼗勝総合振興局、北⾒市、苫⼩牧市 

２⽉１０⽇（⽔）  
１４：００〜１７：００ 

１６名 

 
３）令和 2 年度 建築・住宅セミナー 「⾼断熱・⽕災にも強い⽊の壁」 

道総研と（⼀社）北海道建築指導センターの共催で、道内の⼯務店等を対象として、新しく⼤⾂認
定を取得した「北総研⽊外壁」を解説しました。 

 
・⽇ 時：令和 3 年 2 ⽉ 9 ⽇（⽕）15:00〜17:30 
・内 容： 

（１）「北総研防⽕⽊外壁」の概要      （道総研 北⽅建築総合研究所 ⽷⽑ 治） 
（２）省令準耐⽕構造の概要 とフラット３５ について 

（住宅⾦融⽀援機構 北海道⽀店 吉⽥ 道秀 ⽒） 
（３） 道内の ⽊質外装材 について     （北海道⽊材産業協同組合連会 内⽥ 敏博 ⽒） 
（４）⽊質外装材の メンテナスについて   （道総研 林産試験場 伊佐治 信⼀） 
（５）質疑応答 
（６）「北総研防⽕⽊外壁」の各構成部材仕様範囲について 

（道総研 北⽅建築総合研究所 ⽷⽑ 治） 
（７）省令準耐⽕構造の 詳細と 防⽕処置について 

（住宅⾦融⽀援機構 北海道⽀店 吉⽥ 道秀 ⽒） 
（８）質疑応答 

  ・総アクセス PC 数：357 件 
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講演の様⼦（北総研 ⽷⽑）         講演の様⼦（道⽊連 内⽥⽒） 
 

４）住宅の省エネ計算セミナー〜省エネ計算で間違えやすいポイントの解説〜 
（⼀社）北海道建築⼠事務所協会・旭川⽀部との技術交流や研究成果や各種⽀援の事例紹介など普

及促進を図ることを⽬的に、連携勉強会としてオンライン講習会を開催しました。道内の建設・設計
事業者を中⼼に多数の参加をいただきました。 

 
・⽇時：令和 3 年 3 ⽉ 17 ⽇（⽔）13：00〜14：30 
・⽅法：オンライン 
・総アクセス数：71 件 

   
講演の様⼦ 

 
 
５）きた住まいる・北⽅型住宅技術講習会 

北国にふさわしい住宅の建設促進や住宅建設に携わる技術者の技術⼒の向上を図るためのきた住ま
いる・北⽅型住宅技術講習会ですが、令和 2 年度については、新型コロナウィルス感染症拡⼤の影響
から、Web での開催に変更し、当研究本部の YouTube チャンネルで公開しました。 
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講 習 内 容 講 師 再⽣回数 
（R3.3.18時点）

北⽅型住宅の取組の推進について 
−「北⽅型住宅2020」など北⽅型住宅の取組− 道建築指導課職員 436回 

北⽅型住宅技術解説書（令和３年１⽉改訂版）について 
−「北⽅型住宅2020」の基準適合に向けて− 

（地独）北海道⽴総合研究機構 
建築研究本部職員 791回 

気密と換気について 
−C値1.0以下でできること− 

（地独）北海道⽴総合研究機構 
建築研究本部職員 267回 

⾼断熱・⽕災にも強い⽊の壁 
−「北総研防⽕⽊外壁」の概要について− 

（地独）北海道⽴総合研究機構 
建築研究本部職員 222回 

住宅⾦融⽀援機構からのお知らせ 住宅⾦融⽀援機構職員 155回 

 

 
北⽅型住宅技術講習会（Web 講習会）の動画（抜粋） 

 
▼令和 2 年度北⽅型住宅技術講習会は、建築研究本部 YouTube チャンネルからご覧いただけます。 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLs75PSxfnhoTjj602f5XTwFaVkOgoSFWF 

 

 

（３）他機関のイベントへの出展 
 名称 ⽇時 場所 主催者 
1） 2020 サイエンスパーク 令和 2 年 7 ⽉ 20 ⽇〜8 ⽉ 31 ⽇ オンライン（特設

サイト） 
北海道、道総研 

2） 2020 北海道ビジネスＥ
ＸＰＯ「第 34 回北海道
技術・ビジネス交流会」 

令和 2 年 11 ⽉ 5 ⽇〜11 ⽉ 6 ⽇ アクセス札幌 北海道 技術・ビ
ジネス交流会 実
⾏委員会 

3） 令和 2 年度 BIS 養成講
習会（第 1 回） 
 
令和 2 年度 BIS 更新講
習会（旭川市） 

令和 2 年 10 ⽉ 28 ⽇ 9：30〜17：00
のうち 13：45〜14：50 を担当 
令和 2 年 9 ⽉ 24 ⽇ 13：00〜16：00
のうち 13：20〜14：35 を担当 

北海道⾃治労会
館 4 階ホール 
旭川商⼯会議所 

（⼀社）北海道建
築技術協会 
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１）2020 サイエンスパークに出展 
⼩中学⽣に科学技術について興味や関⼼を持っていただくことを⽬的に、毎年開催されている「サ

イエンスパーク」（主催：北海道、（地独）北海道⽴総合研究機構）ですが、令和 2 年度については
「サイエンスパークファン」という特設サイトにコンテンツをアップロードする形で実施されまし
た。建築研究本部からは、次の 3 コンテンツを提供しました。 

 
・⽇ 時：令和 2 年 7 ⽉ 20 ⽇〜8 ⽉ 31 ⽇ 
・出展内容：「紙でつくろう！たてものとお家（折り紙建築のデータ）」 

「上⼿にまどをあけて夏を涼しく！（ナイトパージの効果に関する資料）」 
「その防災グッズ、運べますか？〜たしかめよう、いのちのかばん〜（防災グッズの

準備に関する動画）」 
・アクセス数：期間中道総研全体で 682 件 

▼サイエンスパークは現在もこちらのサイトからご覧いただけます。 
https://www.hro.or.jp/info_headquarters/event/event/spfan2020.html#5 

 
２）2020 北海道ビジネスＥＸＰＯ「第 34 回北海道技術・ビジネス交流会」

に出展 
北海道最⼤級のビジネスイベント「2020 北海道ビジネスエキスポ」に出展し、研究成果を普及し

た。令和 2 年度は、国交省⼤⾂認定を取得した「北総研⽊外装」のカットモデルを展⽰した。 
 
・⽇ 時：令和 2 年 11 ⽉ 5 ⽇〜11 ⽉ 6 ⽇ 

・場 所：アクセス札幌 

・来場者数：計 20,655 名（リアル 14,692 名＋WEB 5,963 名）※主催者発表 

    

ポスターと展⽰物 
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３）BIS/BIS-E/BIS-M 講習会   

北国にふさわしい温熱環境要件を備えた住宅等の普及をはかるため、北海道が独⾃に創設した BIS
資格者の養成を⽀援するため、BIS 試験講習委員、BIS 制度運営委員として毎年講習会等に参加してい
ます。建築研究本部は、断熱・気密性能をより⾼める意義や住宅の機械換気の最新情報等について講
習しました。 

 
・名称：令和2年度BIS養成講習会（第1回） 
・⽇ 時：令和2年10⽉28⽇9：30〜17：00のうち13：45〜14：50を担当 
・場 所：北海道⾃治労会館 4 階ホール 
・参加者：26 名 
 
・名称：令和 2 年度 BIS 更新講習会（旭川市） 
・⽇ 時：令和2年9⽉24⽇13：00〜16：00のうち13：20〜14：35を担当 
・場 所：旭川商⼯会議所 
・参加者：51 名  
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当研究本部では、研究所施設の視察、⾒学を随時受け付けており、施設や実験装置、調査研究業
務の紹介、依頼試験・性能評価業務のご案内などを⾏っています。建築関連事業者を中⼼に全国各
地からの来訪があり、令和 2 年度の⾒学者は 16 件、110 ⼈でした。 

 

 
 

⾒学者の地域別件数（令和 2 年度）[団体] 
 海外 国内 計 道外 道内

件数 0 3 13 16 

 
⾒学者の属性（令和 2 年度）[⼈] 

属性 
建設業・ 
企業など 

⼤学・ 
研究者など 

国・道・ 
市町村など 

⼀般・ 
⼩中学⽣など 

計 

⾒学者数 30 7 56 17 110 
 

⾒学者⼈数の推移[⼈] 
年度 H14〜28 H29 H30 R1 R2 計 

⾒学者 
⼈数 

20,443 
24,321 

549 
1,056 

649 
1,128 

544 
843 

110 
110 

22,295 
27,348 

※下段は施設公開デー来場者を含む。 
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令和２年度 施設⾒学⽉別⾒学者⼈数・属性
産（企業関係者等）
学（⼤学、公設試等）
官（国、道、市町村等）
その他（⼀般、中⾼⽣等）

２．施設⾒学 
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１）ホームページ・SNS 等 
平成 10 年度にホームページを開設以来、依頼試験・性能評価や構造計算適合性判定業務、普及⽀援

業務や研究所施設の概要、セミナー・イベントなどを紹介するとともに、調査研究報告書・ソフトウ
ェア・刊⾏物などの技術情報、プレスリリース資料を掲載するなど、建築関連技術者や⾏政機関、道
⺠の皆様向けに様々な情報を提供しています。 

令和 2 年度は、新たに YouTube チャンネルを開設し、研究課題の紹介やウェブ講習会等を配信しま
した。また、庁舎の⾒学を制限したことを受け、ホームページ上に「北総研バーチャルツアー」を開
設しました。さらに、Facebook ページも開設しました。 

 
▼建築研究本部のホームページはこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
https://www.hro.or.jp/list/building/  
 
▼建築研究本部 YouTube チャンネルはこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
https://www.youtube.com/channel/UCa8Z42X6SvtsKzC5uGrrR1w 
 
▼北総研バーチャルツアーはこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
https://r87730023.theta360.biz/t/642f0f00-1277-11eb-9e9c-0a58c1b86054-1 
 
▼道総研建築研究本部 Facebook ページはこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
https://www.facebook.com/nrb.bdrd/ 
 
 

２）メールマガジン「建築研究本部かわらばん」 
⺠間企業、建築関係団体、道・市町村、⼤学、試験研究機関の⽅々など約 500 名にメールマガジン

「建築研究本部 かわらばん」を毎⽉配信しています。⽇頃の調査研究、普及業務などで携わってい
るニュースを中⼼にお送りしています。 

 
▼「建築研究本部かわらばん」のバックナンバーはこちらのＵＲＬからご覧いただけます。 
http://www.hro.or.jp/list/building/koho/newsletter/index.html 
 
▼次の申込フォームから購読申し込みいただけます。 
https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_n  

３．ホームページ・SNS 等、メールマガジン 
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Ⅲ 学術誌等への論⽂発表など 
令和 2 年 4 ⽉〜令和 3 年 3 ⽉掲載分 

１）学術誌への投稿 
題名 著者 掲載誌 

温度差換気を採⽤する⾼層建物の⾃然換気制御効果
の推定⽅法 オフィスビルを対象とした⾃然換気制
御の性能評価に関する研究（第 2 報） 

○下ノ薗 慧，郡 公⼦，⽯野 久彌 ⽇本建築学会環境系論⽂集 第 85
巻 第 771 号，pp.331-339，2020.5。

Inactivation kinetics modeling of Escherichia coli in 
concentrated urine for implementing predictive 
environmental microbiology in sanitation safety 
planning 

Wakana Oishi, Ikuo Kato, Nowaki Hijikata, 
Ken Ushijima, Ryusei Ito, Naoyuki Funamizu, 
Osamu Nishimura, Daisuke Sano 

Journal of Environmental 
Management 
Volume 268, 15 August 2020 

Experimental Investigation of Material Properties and 
Self-Healing Ability in A Blended Cement Mortar with 
Blast Furnace Slag 

Seunghyun Na, Wenyan Zhang, Madoka 
Taniguchi, Yukio Hama June 2020Materials 13(11) 

Personal Hygiene, Dignity, and Economic Diversity 
among Garbage Workers in an Urban Slum of 
Indonesia 

Akira SAI, Radhitiya AL FURQAN, Ken 
USHIJIMA, Umi HAMIDAH, Mayu IKEMI, 
Widyarani, Neni SINTAWARDANI, Taro 
YAMAUCHI 

Sanitation Value Chain, 2020, 
https://doi.org/10.34416/svc.00019

⾃然換気⼝の開放率特性を利⽤した温度差換気設計
法の検討 オフィスビルを対象とした⾃然換気制御
の性能評価に関する研究（第 3 報） 

○下ノ薗 慧，郡 公⼦，⽯野 久彌 ⽇ 本 建 築 学 会 環 境 系 論 ⽂ 集 
(2020.9.10 初版投稿、査読中) 

寒中コンクリート⼯事における初期養⽣の計画に関
するケーススタディ ⾕⼝円，濱幸雄，佐川貴康 ⽇本建築学会技術報告集 第65号

（2021 年 2 ⽉号） 

「におい」の放散速度に基づく新築臭の制御⼿法の提
案 におい識別装置を⽤いた新築時における室内に
おい環境の測定・評価⽅法に関する研究 その 2 

○飯泉元気，⽊村洋，⼩峯裕⼰ ⽇本建築学会環境系論⽂集 第 86
巻 第 781 号（2021 年 3 ⽉号） 

⾃然換気⼝の開放率特性を利⽤した温度差換気設計
法の検討 オフィスビルを対象とした⾃然換気制御
の性能評価に関する研究（第 3 報） 

○下ノ薗 慧，郡 公⼦，⽯野 久彌 ⽇本建築学会環境系論⽂集 第 86
巻 第 784 号（2021 年 6 ⽉号） 

 
２）学会やシンポジウムなどでの発表 

題名 著者 掲載誌 

A New Calculating Method of the Effect of the Natural 
Ventilation Control in Office Buildings with Buoyancy 
Driven Ventilation 

○Kei SHIMONOSONO，Kimiko KHORI，
Hisaya ISHINO 

2020 Building Performance Analysis 
Conference and SimBuild co-
organized by ASHRAE and IBPSA-
USA, Conference Paper Session 6 
Modelling Advances-Radiation and 
Natural Ventilation, pp.244-251 
(029), 2020.8。 

北海道におけるフューチャーデザインの試み ⽜島健 
⾼知⼯科⼤学フューチャーデザイン
研究所セミナー，令和元年 4 ⽉ 30 ⽇
（⽊）10:30〜12:00, ZOOM 開催 

北海道内農村地域における⽣活系⽔インフラの課題と
対策の⽷⼝ ⽜島健 

'農村計画学会 2020 年度⻄⽇本ブロ
ック地区セミナー，若⼿研究者によ
るオンライン研究発表会，2020 年 4
⽉ 12 ⽇，Zoom 開催 

北海道における住⺠との連携事例 ⽜島健 
国⽴保健医療科学院，⼩規模⽔供給
システム研究会，2020 年 6 ⽉ 24 ⽇，
Zoom 開催 

Current situation and research environment in Japan 2 ⽜島健 
地球研・インドネシア国⽴科学院，
Exploring new style for international 
joint field research after/with COVID-
19，2020 年 6 ⽉ 24 ⽇，Zoom 開催

沿岸集落における屋外拡声器を⽤いた防災⾏政無線の
冬季実測 
その２ 気象条件が防災⾏政無線に与える影響の調査

飯泉元気 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）
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⼩判道産 CLT 床パネルによる浮き床⼯法の床衝撃⾳遮
断性能 〇廣⽥誠⼀，飯泉元気 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

メソ数値予報モデル GPV 地上⾯データを⽤いた⽔平
⾯全天⽇射量の推定⽅法 〇徳満涼輔，⼆宮秀與，飯泉元気 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

メソ数値予報モデル GPV 地上⾯データを⽤いた⽔平
⾯全天⽇射量の推定⽅法 〇徳満涼輔，⼆宮秀與，飯泉元気 2019 年度 第 59 回 ⽇本建築学会九

州⽀部 研究発表会 

積雪寒冷地における応急仮設住宅 その 3 北海道胆
振東部地震で建設された応急仮設住宅の温熱環境 

○村⽥さやか，齋藤茂樹，⾼倉政寛，廣⽥
誠⼀，⾕⼝円 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

挿し⽊⽤ハウスにおけるミストの飽差改善効果 ○⽴松宏⼀ 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

Long-term experiments on influences of ground 
surface and meteorological conditions on outdoor 
sound propagation using an unattended impulse 
response measurement system 

〇Takatoshi Yokota , Koichi Makino，Genki 
Iizumi , Takuya Tsutsumi 

Inter-Noise 2020 Seoul Congress 
Secretariat 

可燃性断熱材を充填した⽊造防⽕構造外壁の防⽕性能
に関する研究 ○⽷⽑ 治，鈴⽊ 淳⼀，成瀬 友宏 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

⽊質外装材の遮熱性能への塗装の影響 ○河原崎 政⾏，⽷⽑ 治 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

⾼い断熱性を活かした⽊外装防⽕外壁の開発 ○⽷⽑ 治，飯泉 元気，河原崎 政⾏ 2020 年度 第 93 回 ⽇本建築学会北
海道⽀部 研究発表会 

発熱性試験によるせっこうボードの発熱測定に関する
考察 

〇成瀬友宏，鈴⽊淳⼀，菅原進⼀，⼩國勝
男，棚池裕，北坂昌⼆，⻑⾕川知哉，伊藤
祐基，池⽥威治，⼟橋常登，⾈⽊理⾹，福
⽥泰孝，⽷⽑ 治 

⽇本建築仕上学会 2020 年⼤会学術
講演会(第 31 回研究発表会) 

積雪寒冷地の漁村集落における屋外拡声器を⽤いた防
災⾏政無線の⻑期測定 〇飯泉元気，廣⽥誠⼀ ⽇本⾳響学会 2020 年秋季研究発表

会 

無加温農業⽤パイプハウスの雪荷重に関する基礎的検
討 〇堤拓哉，下ノ薗慧 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

オフィスビルにおける⾃然換気制御の性能評価に関す
る研究−チムニーに関する各種感度解析− 〇下ノ薗慧，郡公⼦，⽯野久彌 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

吹込み⽤繊維質断熱材の沈降に影響を及ぼす要因の検
討 

〇下ノ薗慧，遠藤卓，⾕⼝円，宮崎孝司，
井上幹夫，⽥畑薫 

2020 年度 第 93 回 ⽇本建築学会北
海道⽀部 研究発表会 

Contribution of waste-related workers in the informal 
sector to sustainable waste management, case of 
Bandung City in Indonesia 

〇 Ken Ushijima, Umi Hamidah, Koji 
Hayashi, Neni Sintawardani, Mayu Ikemi 

2nd Sustainable Waste Management 
Conference, American Institute of 
Chemical Engineers（AIChE） （⼝頭
発表） 

積雪・降雪が屋外防災⾏政無線の避難情報伝送に与え
る影響の基礎的検討 〇飯泉元気，廣⽥誠⼀ 

2020 年 10 ⽉⾳響学会 アコーステ
ィックイメージング・騒⾳振動研究
会 

地震被害想定の検証 −2018 年北海道胆振東部地震
の被害実態との⽐較を通して− 

○岡⽥成幸，中嶋唯貴，飯⽥彬⽃，岩崎祥
太郎，⽵内慎⼀ 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

北海道の積雪期に対応した建物リスク評価⼿法の基礎
的検討 ○⽵内慎⼀，岡⽥成幸，中嶋唯貴 2020 年度 第 93 回 ⽇本建築学会北

海道⽀部 研究発表会 

地元⾼校⽣との⼩規模⽔道⽀援体制づくりの裏側 〇⽜島健 第 22 回地球研オープンチームサイ
エンスウェビナー（ZOOM) 

軽量セメントモルタル⽊造外壁の防⽕・準耐⽕性能 ○鈴⽊淳⼀，成瀬友宏，⽷⽑治，⼩國勝男，
菅原進⼀ 

⽇本建築仕上学会 2020 年⼤会学術
講演会(第 31 回研究発表会) 
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湿式外断熱外壁の⾮破壊診断に関する研究 その１ 実
験概要とモルタル外壁での検討 

〇⾕⼝円，⾜⽴祐介，⿑藤隆典，⼩浦孝
治，⾼橋光⼀ 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

湿式外断熱外壁の⾮破壊診断に関する研究 その２ 外
断熱外壁での検討 

⾕⼝円，⾜⽴祐介，⿑藤隆典，〇⼩浦孝
治，⾼橋光⼀ 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

外断熱改修後 39 年が経過した RC 造建築物の耐久
性に関する調査 

⾕⼝円，〇⾜⽴祐介，⼩浦孝治，北垣亮
⾺，平川秀樹 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

凍結融解による材料変形と温度条件および含⽔率の関
係の検討 熱⼒学的アプローチによる多孔質材料の凍
害機構の検討 その３ 

〇伊庭千恵美，福井⼀真，⾕⼝円，⾼橋光
⼀，⼩椋⼤輔 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

⽔で飽和した焼成材料内の過冷却を考慮した熱⽔分同
時移動モデル 

伊庭千恵美，〇福井⼀真，⾕⼝円，⾼橋光
⼀，⼩椋⼤輔 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

中央熱源⽅式を⽤いた集合住宅における熱源機器容量
の最適化に向けた研究 ⽟村壮汰，菊⽥弘輝,○阿部佑平 ⽇本建築学会北海道⽀部研究報告

集，No.93，pp.161-164，2020.6 

中央熱源⽅式を採⽤した集合住宅の熱源機器容量の最
適化 その 1 MEMS データを⽤いた熱源機器の運⽤実
態の調査 

⽟村壮汰，菊⽥弘輝，○阿部佑平 ⽇本建築学会⼤会学術講演梗概集
（関東），pp.1883-1884，2020.9 

中央熱源⽅式を採⽤した集合住宅の熱源機器容量の最
適化 その 2 冬期の⽣活スケジュールに関するアンケ
ート調査結果 

○阿部佑平，菊⽥弘輝，⽟村壮汰 ⽇本建築学会⼤会学術講演梗概集
（関東），pp.1885-1886，2020.9 

中央熱源⽅式を導⼊した集合住宅の熱源機器容量の最
適化に関する研究 第 1 報 熱源機器の運⽤実態と居住
実態の調査 

⽟村壮汰，菊⽥弘輝，○阿部佑平 
空気調和・衛⽣⼯学会⼤会学術講演
論⽂集（オンライン），pp.201-204，
2020.9 

陸前⾼⽥における地域居住に向けた取り組み〜その
11 宅地・住宅供給計画と住宅再建実態の乖離に関す
る考察 

○鈴⽊⼤隆，⽯井旭，齋藤茂樹,川村壮 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

陸前⾼⽥における地域居住に向けた取り組み〜その
12 ⾼台移転団地における敷地空間利⽤の現状分析 ○⽯井旭，鈴⽊⼤隆，齋藤茂樹，川村壮 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

軽量セメントモルタル⽊造外壁の防⽕・準耐⽕性能 ○鈴⽊淳⼀，成瀬友宏，⽷⽑治，⼩國勝男，
菅原進⼀ 

⽇本建築仕上学会 2020 年⼤会学術
講演会(第 31 回研究発表会) 

燃料⽤⽊チップ乾燥の数値解析モデル 〇⽉館司，村⽥さやか，阿部佑平 
317 空気調和・衛⽣⼯学会第５５
回北海道⽀部学術講演会（発表なし：
掲載のみ） 

デジタル画像解析を⽤いた免振積層ゴムの⼯学的三次
元変形計測 〇齋藤隆典，⽯井建，射場淳，菊池優 2020 年度⽇本建築学会⼤会（関東）

胆振東部地震の復興をきっかけとした⼈⼝減少時代の
まちづくり むかわ町の復興計画策定をとおして 〇松村博⽂ 2021 年度⽇本建築学会⼤会（関東）
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付録 
 

令和２年度終了課題 研究概要資料 
 

研究課題名 
実施年度 研究主管 

グループ 開始 終了 

No.1 ⽊質バイオマスエネルギーの⾼性能な供給・利⽤システムの開発 30 2 建築システムＧ 

No.2 最終処分ゼロに向けた建築資源循環システムの検討 30 2 建築システムＧ

No.3 建築分野における技術開発等に利⽤する基礎的な気象データの構築 30 2 建築システムＧ

No.4 耐熱性が⾼い建材で構成された⽊造⾼断熱外壁の防⽕性能の数値予測モデルの構築 1 2 建築システムＧ

No.5 津波被害による北海道太平洋沿岸の湾岸の経済的リスク 1 2 環境防災Ｇ 

No.6 エネルギー消費量に関する各種資料の調査と活⽤⽅法に関する研究 1 2 環境防災Ｇ 

No.7 温度差換気を採⽤する⾼層建物の⾃然換気⼝開閉制御法−新たな開放率制御の構築− 1 2 建築システムＧ

No.8 防災⾏政無線の情報伝達を阻害する積雪・降⾬条件の解明 1 2 建築システムＧ

No.9 エネルギー消費性能の評価の前提となる気候条件の詳細化に向けた検討 1 2 建築システムＧ

No.10 ⽕⼭噴⽕後の積灰荷重に対する降⾬・降雪の影響 2 2 地域システム G

No.11 北海道における応急仮設住宅に関する研究 30 2 建築システムＧ

No.12 胆振東部地震被災地における仮設住宅居住者等への恒久的住まいの確保対策に関する研究 1 2 地域システム G

No.13 既存⽊造住宅の耐震性能における道内での地域特性に基づく補強⼿法の検討に関する研究 1 2 構造判定課 

No.14 サービス付き⾼齢者向け住宅の地⽅展開に関する調査研究 2 2 地域システム G

 
▼研究紹介資料はこちらからご覧いただけます。 
http://www.hro.or.jp/list/building/develop/nenpou.html#R2 
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